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〇自己紹介～気象予報士を目指したきっかけ 

 ・1989 年奈良県生まれ。小さい頃からしゃべることが大好きで、手作りの棒でお天気コ

ーナーごっこをしていた。 

 ・神戸大学卒業後、2012 年に愛媛朝日テレビにアナウンサーとして入社。 

 ・天気コーナーや天気取材を入社当初よりずっと担当しており、気象には興味があっ

た。しかし 2018 年、西日本豪雨が発生した時、与えられた情報をただ伝えることし

かできず、自分の無力さを実感した。また、数日前から大雨への注意喚起をする気象

情報が出てニュースでも伝えていたが、その重大さや重要さを理解しきれていなかっ

たと反省した。そんな中で、「気象の仕事は人の命を助けうる仕事かもしれない」と

強く感じ、いざという時、アナウンサーとしてより信頼してもらえる言葉を発せられ

るよう、気象予報士を目指すことに決めた。 

 

〇勉強の経緯 

・西日本豪雨後、独学で勉強を開始。愛媛の局にいた時は２回ほど受験したが、専門知

識は合格できてもなかなか一般知識と実技試験を突破することができなかった。 

そのうち、日々の仕事に追われ、一旦諦める。 

・2020 年４月に愛媛朝日テレビを退社し、文化放送に入社。入社して早々コロナ禍とな

り、在宅勤務の日々が始まる。 

この機会に勉強を再開しよう！と、再び気象予報士試験を受験することを決意。 

・2020 年 8 月の試験で専門知識に合格。 

秋からは「夢カフェ」の通学講座と個人授業に通い始め、本格的に実技試験の勉強を

開始した。 

 

〇合格までの経緯 

  第 54 回試験（2020 年 8 月） 一般：×  専門：〇  実技：× 

  第 55 回試験（2021 年１月） 一般：×  専門：免除 実技：× 

  第 56 回試験（2021 年 8 月） 一般：〇  専門：免除 実技：× 

第 57 回試験（2022 年 1 月） 一般：免除 専門：〇  実技：× 

第 58 回試験（2022 年 8 月） 一般：免除 専門：免除 実技：〇 

 

 



 

 

〇勉強方法 

  ・オンスク中島先生のオンライン授業 

  ・夢カフェ個人授業：月に２回程度。試験前は週に１回程度。 

  ・夢カフェ通学講座：2020 年秋講座、2021 年秋講座、2022 年春講座 

 

〇勉強時間 

  ・2022 年 5 月までは、普段は通学講座と個人授業、その宿題をやるくらい…。 

   仕事の日の勉強時間は０分。 

   毎回、試験直前の１ヵ月ほど前から詰め込んでいた。 

 

・2022 年６月からは、もう後がないと思い、仕事が終わった後も図書館に通って２～

３時間ほど勉強。 

 

・ラスト 3 週間は、平日毎日５～６時間、休みの日は 10 時間ほど勉強していた。 

それまで模擬試験を受けても合格ラインのはるか下だったが、ここで一気に詰め込

んで最後の２週間でぐっと成績が上がった。 

 

〇ラスト１ヵ月の詰め込み 

  ・７月に受けた夢カフェの模擬試験→実技１：51 点（平均 61 点） 

                   実技２：56 点（平均 68 点） 

                実技１と実技２の平均点 53.5 点（合格ライン 70 点） 

 

  ・何かを掴んだ日:試験 2 週間前の 8 月 7 日（日） 

→朝 9 時～夜 23 時まで問題を解き続けた 

  ・第 52 回試験 実技 1、実技 2 

    ・第 51 回試験 実技 1、実技 2 

    ・第 50 回試験 実技 1、実技 2 

    ・夢カフェ模擬試験 実技 1、実技 2 

※この日の途中、確実に問題がすっと頭に入って理解できる感覚を味わった。 

ここから過去問で 70 点を超えてくるようになった。 

   

    ・そこから試験までの 2 週間:1 日 2 年分ずつ（4 題ずつ） 

           →それまでの分とあわせて第 57～50 回試験×3 回 

                       第 49～45 回試験×2 回 



   

  ・夢カフェ授業の日は、直前に模擬試験 2 題→教室で答え合わせ&解説 

 

    ・空き時間（電車の中、お風呂の中、仕事の隙間時間など） 

           →紺谷さんの過去問解答例、プリント、ノートなど見る 

            最終的な記憶の確認に中島先生の「よくわかる気象学実技編」 

 

 

◯試験当日の過ごし方 

   ・早めに会場に入り、前回試験の解答を解答用紙に書き写す 

   ・自分が勉強中に聴いていた音楽を聴きまくる（勉強の記憶が蘇ってくる） 

 

◯試験中に心がけたこと 

   ・どれだけ時間内に解く練習をしていても本番は時間が足りない 

    →考え込まない！とりあえず書く！不安なものはあとから見直すチェック 

   ・自分のアドレナリンを感じる 

   ・最後まで諦めない！ 

 

◯気象予報士試験を受験する方に伝えたいこと 

   ・やり続けていたらいつか「あ、わかった！掴んだ！」と思う瞬間が来る 

   ・今からでも間に合う！最後の数週間の底力が大切！諦めないで！ 

   ・合格した瞬間の喜びは格別！多くの人に味わってほしい！ 

   ・振り返ってみると、勉強に没頭できていた日々は楽しかったなと… 

    今辛くても、人生の中でかけがえのない思い出になると思うので頑張ってくださ  

    い！合格すると、きっと世界が変わると思います！ 

                        

     


